
【審議】事後評価

一般国道４５号 仙塩道路（仙台港北ＩＣ～利府中ＩＣ）

東日本高速道路（株）
令和 ２年１２月１５日

せ ん だ い こ う き た り ふ な か

資料５



１．事業の概要（１） 位置図・路線概要

■仙塩道路は、宮城、岩手、青森の各県の太平洋沿岸を結ぶ延長３５９ｋｍの三陸自動車道の一部である延長
７．８ｋｍの自動車専用道路である。

■仙台都市圏高速環状ネットワークの一部を形成するとともに、東北地方の物流拠点である仙台塩釜港への
利便性向上、交通混雑の緩和、地域産業・観光業などの活性化に寄与することを目的とする道路である。

仙台塩釜港（仙台港区）

青森県

秋田県
岩手県

宮城県

山形県

福島県

仙台若林JCT

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

山田IC ⾧町IC
今泉IC

利府しらかし台IC

富谷IC

泉IC

泉SIC

仙台宮城IC

仙台南IC

名取IC

利府中IC

利府塩釜IC

松島海岸IC

松島大郷IC

松島北IC

富谷JCT

大和IC

仙塩道路
（仙台港北IC～利府中IC）

H9.3.27 供用開始
H28.3.27 4車線化仙台都心

至 青森

至 東京

至 東京

H13.8 供用

H6.3 供用

仙
台
東
部
道
路

H25.12
供用

H22.3
供用

H14.5
供用

仙台北部道路

H13.8
供用

S56.2
供用

H6.3
供用

仙台南部道路

東
北
自
動
車
道

至 青森

大衡IC

三本木SIC

鳴瀬奥松島IC

矢本IC

石巻港IC

石巻河南IC

石巻女川IC

河北IC

三陸自動車道
（国土交通省）

仙台松島道路
（宮城県道路公社）

※ 付加車線事業中
延⾧:2.5㎞

仙台空港
名取中央SIC

仙台空港IC

※
凡 例

高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

仙
台
港
北
Ｉ
Ｃ

多
賀
城
Ｉ
Ｃ

利
府
Ｊ
Ｃ
Ｔ

利
府
塩
釜
Ｉ
Ｃ

利
府
中
Ｉ
Ｃ

1.3
km

1.6
km

2.2
km

2.7
km

車線数:４車線
道路規格:第1種第2級
設計速度:100㎞/h

【事後評価区間】
Ｌ＝7.8ｋｍ

仙台都市圏高速環状ネットワー
ク（ぐるっ都・仙台）とは、東
北自動車道、仙台北部道路、仙
塩道路、仙台東部道路、仙台南
部道路の５路線が繋がり、１周
約６０ｋｍの全国政令指定都市
圏初の高速環状ネットワークで
ある。
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暫定２車線 完成４車線

事
業
経
緯

事業化（直轄） 昭和５７年度

有料事業許可 平成７年４月２８日 平成２４年４月２０日

事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

開 通 平成９年３月２７日 平成２８年３月２７日

事
業
費

計 画 ８３８億円 ※

（うち有料事業許可額 ９８億円）

実 績 ８３６億円
（うち有料道路事業費 ９６億円）

１．事業の概要（２） 事業経緯・事業費

※ 前回再評価（平成２６年度）時点の事業費
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H9年度 H17年度 H22年度 H24年度 H27年度 R1年度

(百台/日)

交
通
量

※計画交通量(R12年度):225百台/日

２．事業の効果 交通量と混雑度

■交通量は、ぐるっ都・仙台等のネットワークの整備とともに着実に増加し、開通当初と比較して約６倍に増加。
■令和元年度の交通量は約３４，０００台/日で、多くのお客さまにご利用いただいている。

仙台
若林JCT

利府JCT
多賀城IC

仙台港北IC
仙台港IC

仙台東IC

山田IC

⾧町IC

今泉IC

利府しら
かし台IC

富谷IC

泉IC

泉SIC

仙台宮城IC

仙台南IC

利府中IC

利府塩釜IC

松島海岸IC

富谷JCT

至 青森

至 東京

仙塩道路
H9.3 供用開始
H28.3 4車線化

E6

E45

E４

E6

E48

A

【仙台北部道路（B）】
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【仙台南部道路（C） 】

【仙塩道路（A）】

資料:NEXCO東日本データ
:交通量
:混雑度
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H27.10
（暫定2車線時）

R1.11
（4車線時）

混
雑
度
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交
通
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至 青森

至 東京

凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

【 仙塩道路（仙台港北IC～利府中IC）の交通量変遷】

仙台塩釜港
（仙台港区）

H10年
時 点

H20年
時 点

H30年
時 点

E４

E6

E48

E45

E４

E6

E48

E45

E４

E6

E48

E45

H13.8
仙台南部道路
(山田IC～仙台南IC供用)

H13.8
仙台東部道路
(仙台東IC～仙台港北IC供用)

H14.5
仙台北部道路
(利府JCT～利府しらかし台IC供用)

H22.3
仙台北部道路
(利府しらかし台IC～富谷JCT供用)

H24.12
仙台東部道路
(仙台港IC供用)

H25.12
仙台北部道路
(富谷JCT～富谷IC供用)

H28.3
仙塩道路

(仙台港北IC～利府中IC4車線化)
(多賀城IC供用)

S56.2
仙台南部道路
(⾧町IC～山田IC供用)

H6.3
仙台南部道路
(仙台若林JCT～⾧町IC供用)

H9.3
仙塩道路
(仙台港北IC～利府中IC供用)

【ぐるっ都・仙台の整備変遷】

仙台若林JCT

利府JCT
多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

山田IC ⾧町IC
今泉IC

利府しら
かし台IC

泉IC

泉SIC

仙台宮城IC

仙台南IC

利府中IC

利府塩釜IC

富谷JCT 松島海岸IC

仙台若林JCT

利府JCT
多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

山田IC ⾧町IC
今泉IC

利府しら
かし台IC

泉IC

泉SIC

仙台宮城IC

仙台南IC

利府中IC

利府塩釜IC

富谷JCT 松島海岸IC

仙台若林JCT

利府JCT
多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

山田IC ⾧町IC
今泉IC

利府しら
かし台IC

泉IC

泉SIC

仙台宮城IC

仙台南IC

利府中IC

利府塩釜IC

富谷JCT 松島海岸IC

富谷IC

富谷IC

富谷IC

【ぐるっ都・仙台の交通量と混雑度】

資料:NEXCO東日本データ
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東日本大震災

開通当初と比較して
約6倍に増加



２．事業の効果 渋滞の解消と事故の変化

■仙塩道路の４車線化に伴い渋滞が解消。
■仙塩道路の整備に伴う一般道からの交通転換により、並行する国道４５号の死傷事故件数が約６割減少。

至 青森

至

東
京

至 東京

仙台若林JCT

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

今泉IC

利府中IC

利府塩釜IC

松島海岸IC

仙塩道路
H28.3
4車線化

E6

E45

E6

暫定2車線時の
渋滞状況

4車線時は
渋滞が解消

至青森

至東京

至東京

至青森

凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

仙台塩釜港
（仙台港区）

【お客さまの声】
●仙塩道路が整備されたことで、

自宅から職場へ通勤することが
出来るようになり、単身赴任の
解消へつながりました。

【物流事業者の声】
●2車線時には特に朝夕の混雑

渋滞を抜けるのに時間がかかりま
したが、4車線化後は渋滞する
事もなく安定的な輸送が可能と
なり、従業員・運転手の労働環
境改善につながりました。

資料:R1ヒアリング調査結果

【仙塩道路の渋滞回数】
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資料:NEXCO東日本データ
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【国道45号の死傷事故件数の変化】

資料:ITARDAデータ

361 317 

239 
407 

600 

724 

40%
56%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

200

400

600

800

H22年
（暫定2車線時）

R1年
（4車線時）

国道45号 仙塩道路 分担率

(百台/日)

断
面
交
通
量

仙
塩
道
路
分
担
率

資料:全国道路・街路交通情勢調査、NEXCO東日本データ、県警トラカン

分担率が
16％増加

【仙塩道路（仙台港北IC～多賀城IC）と
国道45号の交通量と分担率】
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凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

２．事業の効果 観光の活性化

■仙塩道路４車線化後、日本三景の松島、世界遺産の平泉と仙台空港を結ぶ直行バスが開設。インバウンドの
増加にあわせ多言語アナウンスを導入するなど、東北の２大観光地の周遊ルートとしての成長を見込んでいる。
■多賀城ＩＣの開通に伴う利便性向上により、東北歴史博物館の入込客数が震災前の水準を大きく上回る。
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（万人）

【東北歴史博物館の
入込客数の推移】

資料:宮城県観光統計

震災前の
約1.6倍

4車線供用 (H28.3)

東日本大震災

31 
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開通前 4車線時

（分）

・開通前:H6年度全国道路・街路交通情勢調査
・4車線時:ETC2.0データ（R1.10平日ピーク時）

12分
短縮

【バス事業者の声】
●利用者は増加傾向にあり、特に台

湾、中国、タイからの観光客の利
用が多いです。路線バスは海外か
らの観光客には使いにくく、ガイド付
き高速バスは手軽に観光地を周
遊できるため人気があります。

【仙台駅から東北歴史博物館への
所要時間の変化】

仙台若林JCT

仙台港IC
仙台東IC

山田IC

⾧町IC

今泉IC

利府しら
かし台IC

富谷IC

泉IC

泉SIC

仙台宮城IC

仙台南IC

利府中IC
利府塩釜IC

松島海岸IC

松島大郷IC富谷JCT

大和IC

大衡IC

三本木SIC

至 東京

至

東
京

松島北IC
鳴瀬奥松島IC

矢本IC

石巻港IC

石巻河南IC

石巻女川IC

河北IC

桃生豊里IC

桃生津山IC

登米IC

三滝堂IC

中田IC

佐沼IC

若柳南IC
伊豆沼IC

佐倉IC

栗原IC(仮)

一関IC

築館IC

⾧者原SIC

古川IC

名取IC

名取中央SIC
仙台空港IC

岩沼IC

E45

E４

至 青森

登米東和IC

亘理IC

若柳金成IC

平泉前沢IC

仙塩道路
H28.3 4車線化

中尊寺
毛越寺

バスルート
:仙台空港～平泉

資料:R1ヒアリング調査結果

【仙台空港～松島・平泉間直行バスの運行】

利府JCT
多賀城IC

仙台港北IC

【東北歴史博物館の入込客数の増加】

仙台空港―松島・平泉間直行バス
・H29.1.25運行開始
・仙台空港-松島海岸:5往復/日
・仙台空港-奥松島・平泉:2往復/日

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC仙台港IC

仙台東IC

利府中IC

利府塩釜IC
仙塩道路

H9.3 供用開始
H28.3 4車線化

E45

E6

仙台駅

利府しらかし台IC

東北歴史
博物館

多賀城IC

E6

仙台空港
※東北歴史博物館とは、旧石器時代から近現代まで

東北地方全体を視野に入れた歴史系博物館です。
提供:宮城県観光課
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《仙台空港国際線の乗降客の推移》

震災前の
約1.5倍

資料:空港管理状況調書
(年度)

松島
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２．事業の効果 アクセス性向上による製造業への支援

■仙台北部中核工業団地群（宮城県内最大）で製造された完成自動車は、仙塩道路を利用して仙台塩釜港
（仙台港区）へ運ばれており、主要な取扱品種となっている。

■沿線地域の製造品出荷額は震災前と比較して約５倍に増加しており、沿線地域の物流効率化に寄与。

仙台塩釜港（仙台港区）へのアクセス性向上

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

利府しら
かし台IC
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泉SIC

仙台宮城IC

利府中IC
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富谷JCT
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松島北IC

鳴瀬奥松島IC

E45
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至 青森

至 東京
至 東京

沿線地域の製造業が好調
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【仙台塩釜港（仙台港区）取扱貨物量の推移】

完成自動車
24%

フェリー
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原油
15%紙・パルプ
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重油
4%

揮発油
3%

その他
28%

H30年
4,228万

フレート・トン

【仙台塩釜港（仙台港区）主要取扱貨物構成比】

資料:H30年
宮城の港湾統計

4車線供用 (H28.3)

東日本大震災

:輸移入 :輸移出

仙台北部エリア
至

青
森

《大衡IC～仙台港北IC》

・開通前 39分
・4車線時 18分

※開通前:H6全国道路・街路交通
情勢調査

※4車線時:R1.10 ETC2.0データ

:工業団地
:自動車関連企業

資料:R1ヒアリング調査結果

【港湾関係者の声】
●仙塩道路の整備や4車線化により、

仙台塩釜港を発着する貨物トラック
のアクセス性の向上や所要時間短
縮など、利便性の向上を感じており、
仙台塩釜港のセールスポイントの1
つとしています。

凡 例
高速道路
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（仙台港区）
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【 仙台港北IC～利府中ICの大型車交通量】
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【仙台北部エリアの製造品出荷額の伸び率(H22年を1.0とした場合)】

【仙台北部エリア】富谷市、大和町、大郷町、大衡村

資料:工業統計

4車線供用 (H28.3)

東日本大震災

仙台北部
中核工業団地群

6

東日本大震災

震災前の
約1.3倍

震災前と比較し
約5倍に増加

ぐるっ都・仙台
ネットワークの

整備後約3倍に増加



46 
61 

99 

0

50

100

150

H17年度
（ブランド化前）

H23年度
（ブランド化後）

R1年度

（円）

銚子
20.4%

松浦
9.8%

八戸
7.9%

石巻
7.6%

奈屋浦
6.6%

その他
47.7%

H22年
全国合計
459千トン

２．事業の効果 水産物のブランド価値向上に寄与

■全国屈指の知名度を誇る「金華さば」は、宮城県の南三陸金華山周辺海域で定置網、一本釣り、まき網に
よって捕獲された高鮮度で脂のり抜群の大型マサバである。

■仙塩道路などの道路ネットワーク整備等により、東京中央卸売市場における宮城県さばの取扱量が約５倍に
拡大し、「金華さば」のブランド価値向上に寄与。

【石巻産さばの平均単価の推移】

ブランド化前に
比べ平均単価が
約2倍に上昇

銚子
21.9%

境
8.8%

石巻
8.8%

松浦
8.5%八戸

7.2%

その他
44.9%

H30年
全国合計
531千トン

【さばの水揚量のシェア】

資料:水産物流通調査

全国３位
東北１位全国4位

東北2位

仙台若林JCT

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

⾧町IC 今泉IC

利府しら
かし台IC

富谷IC

泉IC

名取IC

利府中IC

利府塩釜IC

松島海岸IC

松島大郷IC

松島北IC

富谷JCT

大和IC

仙塩道路

大衡IC

鳴瀬奥松島IC

矢本IC

石巻港IC 石巻河南IC

石巻女川IC

河北IC

三本木SIC

至 青森

至

東
京

至 青森

E6

E45

E４

E6

金華さば
（平成22年から）

「金華さば」は決まった旬の時期に漁
獲され、大型で脂の乗ったマサバだけ
が与えられるブランド魚です。

仙台東IC

157 

427 

732 

0

200

400

600

800

H8年度
（供用前）

H28年度
（4車線時）

R1年度

（千kg）

【東京都中央卸売市場における宮城県さばの推移】

資料:東京都中央卸売市場
(豊洲、築地、

足立、大田)

取扱量が
約５倍に増加

【漁港関係者の声】
●石巻港で朝水揚げされた「金華さば」は、6～7時の競り後に氷詰めされて首都圏へも出荷さ

れています。
●大型で脂乗りの良い1本ものの「金華さば」は東京市場でも引き合いが増えており、三陸道が

整備されたことにより鮮魚のまま出荷することが可能となったことは、三陸道が整備されていな
かったときには考えられません。

資料:石巻魚市場(株)
統計資料

資料:R2ヒアリング調査結果

仙台塩釜港
（仙台港区）

提供:宮城県観光課

凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

石 巻 港

(年) (年)
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２．事業の効果 都市間の移動を支える基幹公共交通を支援

■仙塩道路供用後、石巻市と仙台市を約１時間で接続する高速バスが運行を開始。この高速バスは、「石巻市
総合交通戦略」において広域都市間の移動を支える基幹公共交通軸として位置づけられている。

■高速バスは、時間最大３便（通勤時間の６時台）で運行しており、都市間移動による生活圏の拡大に寄与。

【バス事業者の声】
●通勤・通学・仕事等で仙台市へ向かう多くの方に

ご利用されています。
仙塩道路の4車線化により、仙台から石巻へ向かう際
には6分、石巻から仙台へ向かう際には3分のダイヤ
短縮が可能となりました。
冬季など年間を通じてダイヤの遅れはほとんどなく、
安定的な運行ができるようになりました。

資料:R1ヒアリング調査結果

東松島市
25%

仙台市
20%

女川町
16%

登米市
5%

大崎市
5%

その他
29%

H27年
13,065人

資料:H27国勢調査

【石巻市の通勤・通学者数(自市外)】
至 青森至 青森

仙台若林JCT

利府JCT
多賀城IC

仙台港北IC

仙台港IC

仙台東IC

山田IC

⾧町IC

今泉IC

利府しら
かし台IC

富谷IC

泉IC

泉SIC

仙台南IC

利府中IC

利府塩釜IC

松島海岸IC

富谷JCT

大和IC

大衡IC

至 東京

至

東
京

松島北IC
鳴瀬奥松島IC

矢本IC

石巻港IC

石巻河南IC

石巻女川IC

名取IC

名取中央IC

仙台空港IC

岩沼IC

E45

E４

亘理IC

仙塩道路
H9.3 供用開始
H28.3 4車線化

始点:
仙台市中心部

終点:石巻市

河北IC

仙台へ

石巻―仙台高速バス
H10.8運行開始
石巻-仙台:25往復/日（平日）

18往復/日（休日）

約2割が仙台
への通勤通学

【利府塩釜IC～利府中ICの平日利用目的】

通勤・通学
26%

業務
53%

観光・娯楽
9%

家事・買物
12%

その他
0.1%

資料:H27年度全国道路・街路交通情勢調査
NEXCO東日本

仙塩道路の
平日利用は
通勤・通学が

約３割を占める凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

石巻港IC

石巻河南IC

石巻女川IC

イオンモール石巻前

蛇田歩道橋

千石町

石巻営業所

E45

石巻市内の主要箇所に
停留するため利便性が高い

石巻

石巻合同庁舎前
石巻駅前

１km

松島大郷IC

松島海岸IC
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凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車

２．事業の効果 リダンダンシーの確保

■仙塩道路と並行する国道４５号は津波浸水区域にも指定され、過去に津波や冠水などで通行止めが発生。
■平成２８年１１月２２日に発生した福島県沖地震による津波警報発令時には、国道４５号から仙塩道路への
交通転換により出入交通量が約２割増加し、迂回路としての防災機能を発揮。

【お客さまの声】
●仙塩道路が整備された一番の効果は災害時の物流

輸送だと思います。
国道４５号が災害などで通行不可になった際に、
仙塩道路があるので安心です。

拡大図

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

利府中IC

利府塩釜IC

【通行止め発生時の多賀城IC出入交通量】

資料:R1ヒアリング調査結果

【自治体の声】
●仙塩道路は災害時の圏域防災拠点や避難所等へ

の物資輸送、市町村への災害対策本部から市町
村への情報連絡員の派遣の際に当該区間を利用
することが見込まれます。

H28.11.22
津波警報による通行止め

【平成28年11月22日福島県沖地震による国道45号の通行止発生状況】

仙塩道路
H9.3 供用開始
H28.3 4車線化

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

利府中IC

利府
塩釜IC

仙台若林JCT

仙台港IC

仙台東IC

名取IC

至 東京

⾧町IC
今泉IC

E6

松島海岸IC

利府しらかし台IC

E6

E45

至 青森

:津波浸水区域
（資料:国土地理院）
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仙塩道路
情報板での案内状況

国道からの交通転換により
出入交通量が約2割増加

提供:国土交通省仙台河川国道事務所
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２．事業の効果 費用便益分析結果

■費用便益比（Ｂ/Ｃ）は３．７

◆総便益（B）
基準年（R2）に
おける現在価値

走行時間短縮便益 6,824億円
走行経費減少便益 519億円
交通事故減少便益 76億円

計 7,419億円

◆総費用（C）
基準年（R2）に
おける現在価値

事 業 費 1,822億円
維持管理費 158億円

計 1,980億円

費用便益比（Ｂ/Ｃ）:3.7

※ 経済的内部収益率（EIRR） 便益と費用の現在価値を等しくするような社会的割引率の値

経済的純現在価値（Ｂ-Ｃ）:5,439億円 経済的内部収益率※（ＥＩＲＲ）:8.2％

10



３．事業による環境保全 大気環境（ＮＯ２・ＣＯ）

■最新のバックグラウンド濃度を考慮し予測した結果、ＮＯ２・ＣＯともに全地点で環境基準を下回ることを確認。

■予測結果

No 区 間 予測地点名

ＮＯ２ ：二酸化窒素 （単位：ppm）

環境基準
現況
予測値
※１

評 価

1
仙台港北IC～

多賀城IC

多賀城市
八幡 １時間値の

１日平均値が
0.04～0.06
ppmまでの
ゾーン内
又はそれ
以下

0.024

すべて
環境基準を
満足している

2
多賀城IC～

利府JCT

多賀城市
市川中谷地

0.024

3
利府JCT～

利府塩釜IC

利府町
台城加瀬

0.024

4
利府塩釜IC～

利府中IC

利府町
十三塚

0.024

No 区 間 予測地点名

ＣＯ ：一酸化炭素 （単位：ppm）

環境基準
現況
予測値
※１

評 価

1
仙台港北IC～

多賀城IC

多賀城市
八幡

１時間値の
１日平均値が
10ppm以下

0.39

すべて
環境基準を
満足している

2
多賀城IC～

利府JCT

多賀城市
市川中谷地

0.39

3
利府JCT～

利府塩釜IC

利府町
台城加瀬

0.40

4
利府塩釜IC～

利府中IC

利府町
十三塚

0.40
※現況予測に用いたバックグラウンド濃度は、路線近傍の常時観測局のうち
平成28年度の年平均値が最も高い局を用いた。（ＮＯ２ ：利府局、CO：塩釜自排局）

仙塩道路
H9.3 供用開始
H28.3 4車線化

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

利府中IC

利府塩釜IC

仙台港IC

仙台東IC

松島海岸IC
利府しらかし台IC

E6

E45

富谷JCT

富谷IC

泉IC

利府局

塩釜自排局

1

2

3

4

至 東京

至 青森

常時観測局
予測地点

至 青森

凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車
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３．事業による環境保全 交通騒音

※1：測定日
令和元年6月12日（水）～13日（木）

※2：現在の環境基準における時間帯区分
・昼間：6時～22時
・夜間：22時～6時

■測定結果※1（騒音）

No 区 間 測定地点名

現況

評 価
時間帯
※2

環境
基準
（ｄＢ）
LAeq

測定
結果
（ｄＢ）
LAeq

1
仙台港北IC～

多賀城IC

多賀城市
八幡

昼間 70 59

すべて
環境基準を
満足している

夜間 65 53

2
多賀城IC～

利府JCT

多賀城市
市川中谷地

昼間 70 58

夜間 65 53

3
利府JCT～

利府塩釜IC

利府町
台城加瀬

昼間 70 57

夜間 65 53

4
利府塩釜IC～

利府中IC

利府町
十三塚

昼間 70 65

夜間 65 59

■騒音測定を実施し、全地点で環境基準値を下回ることを確認。

仙塩道路
H9.3 供用開始
H28.3 4車線化

利府JCT

多賀城IC

仙台港北IC

利府中IC

利府塩釜IC

仙台港IC

仙台東IC

松島海岸IC

利府しらかし台IC

E6

E45

富谷JCT

富谷IC

泉IC

1

2

3

4

至 東京

至 青森

測定地点

至 青森

凡 例
高速道路

有料区間

無料区間

一般国道

2車 4車

2車 4車
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４．利用促進の取り組み

■東北６県の観光部局などと連携
■毎年９月に仙台市勾当台公園で
２日間開催

■約５万人が来場（令和元年実績）

ハイウェイフェスタとうほく おうちフェスタとうほく（デジタルイベント）

●コンセプト
家族で東北の魅力に「触れ・楽しめる場所」をつくりあげ、「行ったらもっと楽しい」「実際に見たい」を生み出す

●主なコンテンツ
・グルメ、観光スポット、伝統芸能
・高速道路クイズ
・Ｗｅｂスタンプラリー

●メインターゲット
ファミリー層 （親と子が一緒に触れて楽しめる体験を提供）

●サイト開設
令和２年１０月３０日（ドラぷら内）

デジタルの疑似体験を経て
実際に東北旅行に訪れる
ことにより地域間交流の
活性化や高速道路の
利活用促進を目指す

東北旅行（リアル）

■平成１４年から開催してきた東北６県の観光・文化・食などを紹介する「ハイウェイフェスタとうほく」も今年は中止。
■代わりにバーチャルのイベントページをホームページ上に開設し、デジタルによる疑似体験を経て実際に東北
旅行に訪れることによる地域間交流の活性化など「デジタル×リアル」の相乗効果を目指す。
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４．利用促進の取組み 企画割引

■東北地方の観光復興支援等を目的とした企画割引を実施。

■積極的な広報活動等により申込件数も年々増加傾向であり、高速道路を通じた観光復興支援に取り組んでいる。

【実施概要】
東北６県が乗り放題

【年度】 【期間】
【価格】

６県2日間
普通車

【申込件数】 【前年度比】

平成28年度 5/20～7/25
10/7～12/19 7,500円 26,950件 ―

平成29年度
4/7～4/27
5/9～8/9
8/22～12/25

7,500円 67,486件 ＋40,536件
（＋150％）

平成30年度
4/13～4/26
5/8～8/9
8/21～12/25

7,500円 82,080件 ＋14,594件
（＋21％）

令和元年度
4/5～4/25
5/8～8/8
8/20～12/25

7,500円 108,349件 ＋26,269件
（＋32％）

令和2年度
4/3～4/8※
7/22～8/6
8/18～12/24

7,600円 38,379件
(11/30時点）

―

【実施概要】
外国人旅行者を対象とした、ＥＴＣ
レンタカー限定の東北６県乗り放題

【年度】 【期間】 【価格】
2～14日間

【申込件数】 【前年度比】

平成28年度 H28/4/1～
H29/3/31

4,000～12,000円 230件 ―

平成29年度 H29/4/1～
H30/3/31

4,000～12,000円 997件 ＋767件
（＋333％）

平成30年度 H30/4/1～
H31/3/31

4,000～12,000円 1,751件 ＋754件
（＋75％）

令和元年度 H31/4/1～
R2/3/31

4,000～12,000円
[増税後]
4,100～12,200円

3,117件 ＋1,366件
（＋78％）

※新型コロナウイルス感染拡大に伴い申込を一時停止
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５．評価結果及び今後の対応方針（案）

（１）費用対効果の算定基礎となった要因

■事業費は計画額と比べ工事完了に伴う精査により２億円減少した。
■令和元年度の交通量は約３４，０００台/日で、多くのお客さまにご利用いただいている。

（２）事業効果の発現状況

■当該区間は仙台都市圏高速環状ネットワークの一部として、観光の活性化、物流の効率化、基幹公共交通の支
援、リダンダンシーの確保など、多様な整備効果を発現させたことを確認した。
■また、今後の三陸自動車道の延伸や常磐自動車道の４車線化、仙台都市圏の道路整備等に伴い、さらなる整備
効果の発現が期待される。一方で、周辺の道路ネットワークにおいては、残る暫定２車線区間の解消、将来の高
速サービス水準の維持などの課題も残るところ。

（３）対応方針（案）

■観光の活性化、物流の効率化、基幹公共交通の支援、リダンダンシーの確保など、多様な整備効果が発現して
おり、当該区間における今後の事後評価は特段必要ないものと考える。
■道路整備によるネットワーク効果のさらなる発現など、引き続き周辺道路も含めた利用状況について注視し、地域
と一体となった利用促進の取組みなどに努めていく。

（４）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

■事後評価の結果、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の特段の見直しの必要性はないと思われる。
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